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我々はこれ迄、 19歳の看護学院生徒(女性)について、毎日400mRの牛乳飲用の血清

コレステロールに及ぼす影響を検討し、 3回の無作為化二重盲検比較試験によって、

少なくとも l日400mR以内の牛乳の長期的な飲用は血清総コレスチロールレベルには

何ら影響しないという成績を得て、これは“慣れ"の現象によると思われると報告し

たが、昨年及び一昨年は更に年齢幅を広げ、女性のみでなく、男女について、毎日飲

用する牛乳の量も400、600、および1000mR!こ増加して、|司様に無作為化三重盲検比較

試験を行った。その結果、 l日600mRまではそれ迄の成績と同燥な結果か得られたが、

l日1000mRでは一昨年は男性で、昨年は女性て、血清コレステロールの上昇がみられた。

昨年と一昨年とで男女について多少異なった結果が得られたので、本年 (]994年度)

はこれらの結果を確認する目的で以 Fの実験を行った。

方法

健康な男子12名、及び女子12名(年齢20-30歳)を、一日あたり600mRの牛乳を摂

取する群 (600mRlと1000mRを摂取する群 (]OOOmP)に atrandomに分け、 3カ月間

の牛乳摂取実験を行った。対象は筑波大学体育科学系の学生及び大学院生である。

採血及び体重出11定は早朝 7時30分から、空腹状態で行った。実験スケジュールは図

lに示した如くである。即ち、被験者の体重掴11定及び採血を、牛乳飲用開始 I週閣前、

飲用開始日、飲周期間中は 4週毎、飲用終了目、更に飲用終了 1週間後の 6回行った。

血液生化学検査として、血清総コレステロール濃度、血清コレステロールエステル

濃度、血清遊離コレステロール濃度、コレステロールエステル比、 トリクリセリド濃
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sl Z Iこ示したように、男女向れの鮮においても、JiX周期間中iこ有為な体重の変動は

認められなかったc

2. lIIl湾総コレスチロール濃度:

5認3Iこ示したように、努ヲ二600mi総て¥き支主義襲警長会1;1詰JH去に紛らかにi立i簿家主コレス

チローjレ濃度i主上昇したが、その後、元のレベルiこ五返り その Lノベ}vb(欽匁終了後も

持綴ーした。男子lOOOmi群では、自手;慰問責台後iこ互応義主義こJLノスデo-}レ濃淡が少し低下し

たが、その後徐々 に上昇した後、童文Jij終了iこ伴って飲例議ii1l談iこ縫った。 5母子において、

血液総コレステロール濃度はlOOOmi訴に比べて600mi若手で機いiti[olにあ A たが、有J窓

3まではなか勺fこ。女子においては600mi君事では 泌総lこ、 lOOOmi鮮では牛乳飲周期間

中に徐々に、血清総コレステロール譲渡が上野する傾向にあったが、顕著若江変動では

なかった。

3.血液滋離コ νスチロール濃度及び肌清コレスチロー/レニJ:;7，‘チJレd舞伎

iお4及び凶 5にそれぞれ司ーしたように前I議波書tコレスチo…fレi換す芝及び血液コレス

う7'- 0-}レエスチル濃度の動きは血清総コレステローM~主交の変動と紛ど湾総であ，ったc
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4.血清コレスチロールエステル比

図6に示したように、労皮肉れの若手におい ωても、ヰニずし飲m期間中l土、血液コレス子

ロールエス干ル比が域力じする{閣肉にあり、飲間終了 l組問f最も首ilfl直よりやや高伎を示

したが、各苦手聞に有意去をはなかった。

:1 .互rri毒トリグリセリド濃度 a

関?に示したように、女子において、位li努トザグザセワド淡きt~ま牛乳量支局長需給 i カ

丹後lOoome若手で600me鮮に比べて究ぎによ録したが、その後、えのiノぺんに渓ゥた。

男子においては、ヰ二支童文沼薬品添や;こ霊喜善寺な変動泳三選められな語、った。

6. 001毒')ン浴室主濃度・

jgJ 8 lこ示したように、男女の侭れの若手においても、 00殺りン絡霊童話譲渡iま牛乳飲用鈎

溜中i二顕著な変動を示さなかったっ

7.血清RLP濃度・

血清RLP濃度は、常に検出限界濃度 (2.5)以下であった。

8.血清アポリポ蛋白濃度

①A-I 

:!l5企むの何れの群においても、血清アポリボ蛋白A-111農阪は牛乳飲戸時開始 1カ丹

後に上鉾し、その後、元のレベルに戻った。男女の向れでも600me霊平と1000泌総と

の穏には、 A-1 i.農度iこ有意差はなかった。

会人口

5号交の倒れの君事においても、血t青アポサボ褒白人干草濃度はや筑豊大手自問まち 1カ丹

後iこ低下する{議向があったが、その後、徐々に上昇してまた潟終了後に長女間前後より

やや潟綴となった。男子において、欽よ詰努姶 iカ丹後iこ600me護学iこえぺて10泌泌総

で互主淡アrJミA-Il議波紋悪事;ぎに低下したが、女子においては、 600ml翼手とi会総必選挙

之この際:こ手写さ霊まきはなか勺fこ。
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③B、C-II、C-ill及びE濃度

男女の何れの群においても、濃度の変動が大きく、一定の傾向は見られなかった。

考 察

原因は不明であるが、同じ計画で行ったにも拘わらず百I回とは異なった成績となっ

た。即ち、前回は男性では牛乳 l日600mP群でも、 1000mP群でも血清総コレステロー

ルには殆と戸変動が見られず、また女性でも l日600mP牛乳摂取群では男性と同様に、

血清総コレステロールには殆ど変動が見られなかったにも拘わらず、 1000mP群では血

清総コレステロールは明らかに上昇し、牛乳飲用中止2週目でも殆ど変わらず高値が

続いた。しかし、今回は女性でtは牛乳摂取によって、 600mP群では一過性の、 1000mP

群では徐々に、血清総コレスチロール濃度が軽度上昇する傾向が見られたが、顕著な

変動は見られず、また、男性では1000mP群では血清コレスチロールが牛乳飲周期間中

に多少上昇傾向を示した程度であったにも拘わらず、 600mP群では飲用開始 lカ月後

に明らかに総コレステロール濃度は上昇し、その後は飲用中にも拘わらず元のレベル

に戻り、飲用終了後もそのレベルが持続した。

一般に 1n V 1 VOにおいては、血清コレステロールレベルは内因性因子(遺伝、年

齢、性など)と外因性因子(食事、運動、喫煙、ストレス、薬物など)との相互作用

によって決定されている。実際上 invivoでは肝が血清コレステロール濃度調整の

主役を演じており、肝の LOLーレセプター活性が血清コレステロールレベルを決定

していると考えられている。食事性コレスチロールや脂肪(酸)の血清コレステロー

ル濃度への影響は、これら食事成分が肝の“調節プール"の大きさに直接・間接に影

響することによって、肝の LOL レセプター活性を変化させる事によることが知ら

れている。一方、これら食事の血清コレスチロールレベルに対する影響には遺伝的に

E∞d responderと poorresponderとがいる事が知られている。我々の今回の研究

では、前回と同様に、初期の研究とは異なって、前値(牛乳負荷前)の血清コレステ

ロールの値に拘わらず“一見健康人"について実験を行った事、年齢に10年の幅を持

たせた事、また、全員同ーの寮生活者ではないので日常の食生活がかなり被験者毎に

異なっていた可能性がある事などのために、同 量の牛乳の負荷に対する反応が個人
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個人によってかなりバラツキが見られた事などによって前回と多少異なった結果が得

られたものと思われる。

今回の試験では、牛乳負荷前の血清コレステロール値は、前値と直前値の 2回の測

定値の平均で見ると、男性、 600mP群179.6土32.1 (mean土 S0) (138.5-230)略 /dP、

男性、 1000mP群168.3土46.0009-250)昭 /dP、女性、 600mP群205.1土34.2055.5-

249) mg/dP、女性、 1000mP群187.8土37.2(132-238.5) mg/dlで、各群に高コレステ

ロール血症者(>220mg/ dR)がそれぞれ l名、 l名、 2名及び2名含まれていた。そ

れら高コレステロール血症者の血清卜リグリセリド{直は総て150mg/dP以下であったの

で、全例タイプlla型の高脂血症であったと思われる。 Dietschyらは定常状態(steady

state)では生体の l日のコレスチロールの交替量によって同一量のコレステロールの

負荷に対する血清コレステロールの上昇の度合いが異なる可能性を示唆しているが、

各個人の反応性のハラツキのために、各群6jjlJ程度の少数例では平均値で見ても実験

毎に多少の変動が見られたものと恩われる。

これらの生物学的なバラツキを考慮して、過去3回の実験結果を検討してみると、

全体としての傾向には大きな違いはなく、思春期の若者から30歳位までの日本人では

少なくとも l日600mP位までの牛乳の摂取では血清コレステロールの上昇はあるとし

ても一過性で長期的には血清コレステロール値には何ら影響しないものと考えられる。

l日1000mPとなると血清コレステロール値が明らかに上昇するヒ卜も見られるが、こ

れまでの成績からはそのような反応を示す人はそれ程多くはないように思われる。

従来の成績と同様に血清総コレステロールエステル濃度の変動はコレステロールエ

ステル濃度の変動をほぼ反映していたっこのコレステロールエステル濃度の変動と

C ET P(cholesterolester:transfer:protein)やLCATUecithin:cholesterol: 

acyl transferase)の活性変動が伴っているかどうかを検討する事は、牛乳負荷後多

くの被験者で見られている血清コレステロール濃度の一過性の上昇機序を考える上で

参考になるものと思われる。

これ迄の実験では、牛乳の摂取量に違いはあっても、全ての実験群において体重の

増加は殆ど見られなかった。牛乳の飲用はなるべく食聞に 2-3回に分けて行い、従

来の食習慣はそのまま継続するようにという指導で行ったが、牛乳の摂取量に伴って、
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実費支撃畿にそれまでの書聖書室会主葬皇室を議案らしていた可後牲は否定出来ないものと怒われる

走者、牛乳による雪空襲支カ Pl}ーの港会01こも拘わらず侭れの若手でも体重の変化が殆どえら

れ君主かったことは繁幸まある荻交である。

また a方、我々のこれまでの主題の実験結果から示唆されるように、一僚の研究家

の主張とは災なり、血清コレスチロール低下物質は牛乳中にはな筏せず、まずこ、これ

らお溌コレステロ…んの変動は牛乳摂取によって生ずる摂取カロリーの変化によるも

のでもないと考えられる。

結読書

1.男女共iこ、牛乳 18600mtの摂取では、 A過性にlIlli育総コレステロール濃度芝は率五

度上昇したが、何れも牛乳を同様に継続摂取していたにも拘わらず元のν引しに凝

り、そのレベルを飲用終了後も維持した勺

2.牛乳 l日lOOOmtの摂取では、男女共に、血清総コレステロ…ル滋皮は飲周期間lこ

f半って軽度上昇する傾向が見られたが、 3カ月間の飲胤終了 l週間後には前僚に

戻った。

3.血清コレステロールエステル濃度の変動は総コレスチロールのそれ司をほぼ反映し

ていた。しかし、コレステロールエステル比は牛乳飲用開始後すぐに上斜し、その

後は漸次前i直に戻る傾向を不したが、飲用終ア 1i単純れも前{磁よりはやや剛師、

あった。

4. 血清トリグリセリド濃度はな叶己主、 looomt群で~l母校iこ滋似したが、与をのぬlこ:立大

きな変動は見られなかったc

5.体重には、男女とも、実験真耳障を通して殆ど変化はliられなかった。
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